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は じ め に

1)「新 ・道の島々」プロジェク トについて

本調査研究報告書 は、平成17年 度教育研究活性化経費に基づ く調査研究プロ

ジェク ト 「南北連続 「新 ・道の島々」センサー ゾー ン拠点形成～地球温暖化学

際研究前進拠点 と国際 ・地域貢献～」(略称 「新 ・道の島々」プロジェク ト)の成

果報告である。

本研究は、鹿児島大学多島圏研究セ ンターによる平成14-16年 度(最 終年度は

センター独 自予算)調 査研究プロジェク ト 「多島域における小島嶼 の自律性～与

論 を中心 とした薩南諸島での学際的研究～」の研究成果 をもとに して、同報告書

にもあるように、 「一小島嶼 に集約 した多分野か らなる学際成果 と蓄積基礎 を残

した… … ものである。 この薩南諸島最南端小島嶼 での成果 を起点 として、

「道の島々」といわれる、南北600キ ロにわたる鹿児島島嶼 域の島々との比較研

究や、海外小島嶼 多島域 との比較研 究への展開」を 目指 した展開の一環 として為

されたものである。なお与論島に関 しては、本調査対象地域の一つ として重要性

を保持 しつつ、教育面ではセ ンター教官が学部学生 を与論に伴っての正式授業 を

06年2月 よ り開始 してい る。す なわち多島圏研究センター発行の 『薩南諸島－

21世 紀へ挑戦－』2001年3月 、 『多島域における小島嶼 の 自律性～与論を中心 と

した薩南諸 島での学際的研 究～』2005年3月 をテキス トとして用いつつ、現地

キーパー ソンによる講義 「島の仕組み」 として発展的に展開 している。

本調査研究のね らいは、世界的学際研 究拠点 として、温帯 ・亜熱帯600kmに

及ぶ南北連続島嶼 性 を有す る本県島嶼 部それ 自体が、希有のロケーシ ョン ・資

源 であることを学術的に活用 し展開 しよ うとす るものである。獅子島 ・長 島・甑

島・宇治群 島・種子屋久 ・トカ ラ・奄美群 島北部 か ら最南端与論等 を結ぶ、拠点形

成 は、本学 における学際研究 ・国際貢献の新基軸 となる。 また遊休施設活用を

も念頭に置いた拠点充実は地域貢献のみならず、地球温暖化推移域のセンサー

ゾー ン形成 ・研 究成果蓄積 と、学際領域結合 の場の恒久的確保 にも通 ず る。言

葉 を換えて言えば、多島圏研究セ ンターで蓄積 してきた小島嶼 自律学際研究の

成果(ミ クロネ シア ・与論)を 活 か し、それ を南北連続空間性で比較統合化す る

新 しい取 り組みでもあ る。

南北連続島嶼 拠点での、現況成果 ・学際領域結合成果、連続南北データ ・べ

ースの形成 は、小笠原 ・沖縄 ・温帯多雨域 との比較や応用研究起点の形成のみ

な らず、亜熱帯 ・熱帯 ・温帯の 「学際島嶼 学」、海進水没危機 下にある太平洋
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・イ ン ド洋環礁地域 との 「比較総合学術」展開、島民の リスク不安への対応や

支援等の研究 ・国際貢献ベースの確立にもつながる。その研究(院 生 ・教官)・

応用(行 政 ・企業)・ 実習(学 生)・ 社会(島嶼)還 元 ・住民(島 民)共 同参画的展開

の場 を、鹿児島県 内 「道 の 島々」 に確保 してい く基盤 とな る。

地球温暖化センサー学際前進拠点形成は、ひ とり鹿児島大学のみな らず、全国

民的 ・世界的意義が大きいのみな らず、 「新 ・道の島々」構想での鹿児島県全域

の離島振興 ・県民アイデ ンティティ形成運動にも直結す るもので、多大な副次的

効果 ・事後成果 も期待 され るものである。

それ らを要約 して述べるな らば、 「新規性」としては、①島嶼 における自然 ・

文化 ・産業(陸 ・海 ・空 ・人 ・ソフ ト)の学際領域統合、② 「道の島々」研究の新

時代 ・新環境の下での学際統合、③鹿児島大学連続島嶼 拠点形成、 「独創性」と

しては①600キ ロ南北島嶼 性比較研究(新 「道の島々」研究 ・セ ンサー ゾーン形

成)、②方法論確立のためのワークショップ(島嶼 学 ・亜熱帯学 ・気象変動インパ

ク ト)、③一般市民(島 民)と 鹿児 島大学(教 官 ・学生)と の協働 ・共同参画への基

盤づ くり、 「緊急性」としては①地球温暖化デー タベースの国内拠点形成、②環

境 問題(磯 焼 け・海岸 ゴミ ・飲料水汚染 ・海岸森林崩壊 ・宇治群 島カイウサギ被害

他)、 ③薩南諸 島遊休施設活用の地元要請への対応、 「実現性」 としては、①小

島嶼自律研究蓄積(宇 治群 島 ・1953年 鹿児島大学調査実績 との比較、② ミクロネ

シア及び与論島における小島嶼 自律研究実績か らの発展、③多島圏研究セ ンター

客員教官(熱 帯農業及び地球温暖化 と太平洋島嶼 域 に関わる自然地理学研究者)

との共 同研究による高い レベルでの進展可能性、などを掲げた調査研究である。

もとよりそれを単年度で実施完遂することの困難性 を承知 しつつ も、それへの果

敢 な挑戦を試みた成果の記録が、この報告書である。

2)「 新 ・道の島々」調査研究の本年度に関わる方法論 と具体内容

本プ ロジェク トでめざした ものを、(本 年度成果 に即 して)具 体化 して述べれ

ば、①小島嶼 と周辺総合環境を、地域連続比較データで学際研究することで、

複合現象 である島嶼 性研究 に新知見 を加 える。②緊急 を要す る地球温暖化デー

タ蓄積に最好適な場である。その具体可能性 を追究す る。③宇治群島は じめ本

学学術蓄積の再整理 ・新展開に繋 げる。④亜熱帯島嶼 ・温帯多雨域 ・熱帯環礁

域 との比較 ・応用研究の起点が形成 され る。⑤柳 田国男以来 の 「道 の島々」研

究を、現代の最新学術 で統合 し、社会 ・文化 ・地域 資源 等 を比較 をす る こと

で、 地域振 興 との 関わ りに も努 め、成 果 を地元に還元す ることとした。

方法論 に関 しては、①現地調査 を重視 し、過去デー タと比較 して、 ここ数十
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年 の温暖化 の影響 を明 らか にす る(そ の一部には着実 に端緒 をひ らいた)。②

「島嶼環境」、すなわち、陸 ・海 ・空 ・人・ソフ トの全体性 に留意 し、チームとし

ては 自然 ・文化 ・産業で統合的展 開をす る。例 えば自然では生物(昆 虫 ・珊瑚 ・貝

類 ・海草等)分 布 、文化 ・産業では亜熱 帯・温帯性資源の活用 ・流通や 、技術 ・生

活文化継承 ・エコツー リズム等 の環境 関連事象の推移 ・展望 を行 った。③あわ

せ て各カテ ゴ リーの温暖化影 響 を評価 す る方法論確 立のた めワー クシ ョツプ

を開催す る(こ の点 については、各 自の検討 レベルで留 ま り、全体会的検討 に

は至 らなかったが、後 日開催予定の成果発表会 ・検討会での課題 としたい)。

④ また一般市民 に向け た講 演活 動 等 で の啓 蒙 を行 い(関 連す る多 島 圏研 究

セ ンター研 究 会 と、多 島域 フ ォー ラム は公 開 で展 開 され た)、 成 果 はWEB

上で公開を し(検討課題 として残 されたが技術 的には可能である)、⑤ この分野

のメー リンググループ を確 立す ることをも 目指す こととした(そ のた めの基礎

作業 は準備で きた)。

3)宇 治群 島調査 の概要 について

宇治群 島調査につ いては水産学部付属海洋資源環境教育セ ンター の実習活動

に同行 して、5.月9日 ～11日(月 ～水)水 産学部練習船南星丸 を利用 した調査

を実施できた。水産学部 関係各位の ご協力 と同行許可に感謝 申し上げます。調査

の詳細 は後述す るが、 「新 ・道の島々」のプ ロジェク トの 目的 と概要 を理解 し、

位置づ けた上での調査研究であった。①多島圏研究センター兼務 ・専任教官への

公募。②4月27日 、理学部鈴木英治教授(地 球環境科学科多様性生物学講座)に

よる1981年 調査スライ ドでの現地事情の説明。③既存デー タ ・資料 と、鹿児島

県立博物館 などの最新調査資料の入手 と検討をおこなった上での調査であった。

宇治群島調査団の当初予定調査項 目は、概ね以下の通 りであった(順 不同)。

1森 脇広　 法文学部 ・自然地理学　 地形発達史 に関する調査

2野 呂忠彦　水産学部 ・海洋セ ンター　海藻分布調査

3塚 原潤三　理学部　 宇治群 島周辺海域のサ ンゴ類 の調査

4坂 巻祥孝　 農学部　 昆虫相調査及び本土への侵入が警戒 される害虫種の

分布確認調査

5寺 田竜太 水産学部 宇治群島の海草生育調査

6田 島康弘 教育学部 ・人文地理学

笠利町の地域振興における宇治群 島の活用 について

7江 口和洋　 九州大学大学院理学研究院生物科学部 門　 移入生物 による

生態系破壊 と島嶼 生息性稀少鳥類への影響調査
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8野 田伸一 多島圏研究セ ンター ダニ類の分布調査」

9日 高哲志 多島圏研究セ ンター 果樹調査及びカイ兎 ・山羊等 による

被害状況調査

10河 合渓 多島圏研究セ ンター 海 中生物 ・海岸 ゴミ調査

(教育学部八田教官依頼の有孔虫調査 も含む)

11長 嶋俊介 多島圏研究センター 人間諸活動の痕跡 と環境負荷調査

宇治群 島調査の詳細 と研究成果については、第1部 で具体的に照会 し検討する。

4)「 新 ・道の島々」調査 ・研究担当の分野 ・分担 ・内容の概要

本調査 も同様手順 を経て実施 された。①プ ロジェク ト部会での練 り上げ、②公

募、③調整、④全体会議、⑤実施、⑥ 中間報告の提 出、⑦本報告の完成である。

最終的担当者は、農業分野5海 洋分野2自 然地理分野2健 康 ・医分野3人

文 ・社会分野6名 の18名 である。これ に宇治群 島調査の重複者を除 く3名(水 産

及び鳥類調査)を 加 えた21名 が、本報告書 に関わる直接の全参加者 である。

各報告者か らの当初の申請 内容は以下の通 りであった(順 不同)。

[農業分野]5

1冨 永茂人（農学部)気 候温暖化に伴 う南西島嶼 域における果樹農業の変遷,地

域:徳 之島 ・奄美大島 ・屋久島。

2遠 城道雄(農 学部附属農場)南 西諸島における在来食料資源植物の現状,地

域:奄 美大島 ・屋久島。

3坂 巻祥孝(農 学部)宇 治群島昆虫調査 ・夏期 ・夜間を含む追加調査。

 4 M. A. Karim (多 島 圏研 究 セ ン ター ・客 員教 授)島嶼 環境 インパクト

Distribution pattern of field crop species in different agro-ecological 

conditions of the South-Western Islands of Japan

5日 高哲志(多 島圏研究センター)南 西諸島における熱帯果樹等有用木本植物の

調査及び栽培上の問題点。

[海洋分野]2

1塚 原潤三(理 学部)造 礁 サンゴ類の白化現象 とその回復、地域:与 論島、奄美

大島、屋久島

2河 合渓(多 島圏研究セ ンター)ソ フ トコーラル群集 と貝類層 ソフ トコーラル

群集 と貝類層、地域:南 西諸島内の3つ の島

[健康 ・医分野]3

1水 上惟文(医 学部保健学科)南 西諸島畑作地帯 におけるヒ ト腸管寄生虫症 の連

続性、地域:種 子島西之表市(奄美大島龍郷村 との比較)
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2宮 薗夏美(医 学部保健学科)小島嶼 圏におけるヘルスケアシステムに関す る医

療人類学的研究－ 鹿児 島県北部島嶼(甑 島 ・長島 ・獅子 島等)の ヘル スケアシ

ステム－

3野 田伸一(多 島圏研究センター)鹿 児島県島嶼 域 にお ける衛生害虫の分布調査

[自然地理分野]2

1森 脇広(法 文学部)南 西諸島の火 山灰編年 に基づ く地形変化 に関す る研究、

地域:ト カラ列 島 ・喜界 島 ・徳之島

2 Patric Nunn (多 島 圏研 究 セ ン ター)デ ー タベー ス ・拠点 の検 証

Environmental Change in the Pacific Basin and Islands in Kagoshima

[人文 ・社会分野]6

1-3桑 原季雄 ・尾崎孝宏 ・西村明(い ずれ も法文学部人文学科所属)

東アジア沿海地域 における闘牛 をめぐるネ ッ トワーク形成の現状

地域:徳 之島 ・宇和島(次 年度以降、沖縄 ・韓国 ・隠岐 ・岩手 ・中国など)

4梁 川 英俊(法 文学部)奄 美大島における島唄の伝承の実態 と諸問題,地

域:奄 美大島

5田 島康弘(教 育学部)鹿 児島県の南北600kmを 生か した野菜の リレー出荷 につい

て－一特 にバ レーショを中心に－ 、地域:特 に沖永良部島 ・種子島 ・長島

6長 嶋俊介(多 島圏研究センター)鹿 児島県－ 域南北差データの収集 と南北

島嶼差異化 と協働、地域:全島嶼(特 に甑島～与論)

それ らの成果の詳細を以下に記す ものであるが、これ ら報告のみをもって本プ

ロジェク トが完遂 した とは考 えていない。む しろある意味では、 「新 ・道の島々」

研究のスター ト時点を画す る成果 と見て頂いた方が正確か も知れない。かかる調

査手法の意義の立証、南北連続性を意識 した拠点形成 の可能性、その人的 ・分野

的 ・機 関的協働体制確立へのヒン トと始動等、少なくともこれ らへの嚆矢 を開い

たもの と自負す るものである。関係各位 の更なる協力 とご助言を期待するもので

ある。

2006年3H10日

多島圏研究センター プロジェク ト部会 部会長 塚原潤三

同部会担当センター員 長嶋俊介
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